
平成 22年（2010 年）4月 25日 第 238 号（4）足 立 区 議 会 だ よ り

に
、
安
心
情
報
の
配
信
内
容
の
充
実

も
図
っ
て
い
く
。

「
足
立
の
も
の
づ
く
り
」
を
全
国
に

発
信
せ
よ

【
問
】
近
隣
区
の
企
業
・
関
係
機
関
・

団
体
等
を
呼
び
込
ん
だ
、
大
規
模
な

産
業
展
・
見
本
市
等
の
区
内
開
催
実

現
に
向
け
た
進
捗
状
況
を
伺
う
。

【
産
業
経
済
】
区
内
開
催
の
実
現
に

向
け
、
部
内
に
検
討
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
検
討
し
て
い
く
。
既
に
、
区
内

に
支
店
の
あ
る
信
用
金
庫
で
独
自
の

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
て
お
り
、

「
足
立
区
し
ん
き
ん
協
議
会
」
と
の

意
見
交
換
会
の
中
で
、
参
考
資
料
の

提
供
を
受
け
る
等
協
議
を
し
て
い
る
。

３
歳
か
ら
の
幼
稚
園
へ
誘
導
す
る
仕

組
み
を
構
築
せ
よ

【
問
】
３
歳
未
満
保
育
の
施
設
を
利

用
し
て
い
る
場
合
、
３
歳
か
ら
認
可

園
を
希
望
し
て
も
確
実
に
入
れ
る
保

証
が
な
い
た
め
、
１
～
２
歳
で
早
め

に
認
可
園
に
申
込
み
、
倍
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
一
面
が
あ
る
。
私
立
幼

稚
園
と
も
連
携
し
、
３
歳
か
ら
の
ス

ム
ー
ズ
な
保
育
移
行
を
保
証
し
た
新

た
な
仕
組
み
が
で
き
な
い
か
。

【
子
ど
も
】
足
立
区
の
待
機
児
童
の

多
く
は
３
歳
未
満
児
で
あ
り
、
３
歳

か
ら
幼
稚
園
に
安
心
し
て
移
行
で
き

る
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
就
労
世
帯

で
も
「
区
認
定
保
育
室
等
か
ら
幼
稚

園
へ
」
の
選
択
が
可
能
と
考
え
る
。

　

今
後
と
も
、
私
立
幼
稚
園
に
協
力

を
求
め
な
が
ら
、
認
定
こ
ど
も
園
の

整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な

仕
組
み
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

（
仮
称
）
発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
整
備
状
況
を
問
う

【
問
】
発
達
障
が
い
児
・
者
が
、
成

長
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
享
受
で
き
る
よ

う
、
セ
ン
タ
ー
新
設
へ
向
け
、
区
全

体
で
取
り
組
む
べ
き
と
強
く
要
望
す

る
が
ど
う
か
。

【
福
祉
】
発
達
障
が
い
児
・
者
へ
の

支
援
や
セ
ン
タ
ー
整
備
に
向
け
て
は
、

区
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、
全
庁
組
織
で

あ
る
「
こ
ど
も
施
策
推
進
会
議
」
の

下
部
組
織
と
し
て
、
関
係
所
管
か
ら

な
る
課
題
別
専
門
部
会
を
設
置
し
検

討
を
進
め
て
い
く
。

不
況
か
ら
区
民
生
活
を
守
る
た
め
正

規
雇
用
を
拡
大
せ
よ

【
問
】
可
能
な
限
り
、
緊
急
雇
用
か

ら
正
規
雇
用
へ
繋
げ
る
と
と
も
に
、

区
も
正
規
雇
用
を
拡
大
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
産
業
経
済
】
緊
急
雇
用
事
業
の
一

部
は
、
区
単
独
事
業
と
し
て
継
続
が

見
込
ま
れ
る
も
の
も
あ
る
。

　

ま
た
、
医
療
事
務
等
の
講
座
に
よ

り
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
正
規
雇
用

に
繋
げ
る
事
業
も
計
画
し
て
い
る
。

小
規
模
工
事
希
望
者
登
録
制
度
の
さ

ら
な
る
普
及
・
拡
大
を
図
る
べ
き

【
問
】
登
録
制
度
の
随
時
受
付
、
手

続
き
の
簡
素
化
を
図
る
と
と
も
に
、

担
当
課
と
契
約
課
が
情
報
を
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
、
制
度
の
普
及
・
拡
大

を
図
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
総
務
】
主
管
課
と
連
携
を
よ
り
密

に
し
、
小
規
模
工
事
業
者
へ
の
発
注

拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
を

【
問
】
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
置

に
つ
い
て
、
公
有
地
の
積
極
活
用
を

図
り
、
計
画
の
前
倒
し
と
、
積
極
的

な
増
設
目
標
を
持
つ
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

　

ま
た
、
退
院
時
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
に
協
力

を
要
請
し
、
区
の
要
介
護
者
に
広
げ

る
と
と
も
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
取
り
組
む
実
践
例
等
を
紹
介
・
普

及
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
福
祉
】
平
成
23
年
度
１
カ
所
開
設

予
定
で
あ
る
。
都
営
住
宅
の
建
替
え

等
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
前
倒

し
を
図
る
よ
う
、
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
足
立
区
医
師
会
と
協
働
し
、

退
院
時
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
含

め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
足
立
区
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
連
絡
協
議
会
居
宅
介
護
支
援

部
会
と
協
働
し
、
先
進
事
例
を
事
業

者
連
絡
会
等
の
場
で
紹
介
し
て
い
く
。

沿
道
緑
化
で
大
気
汚
染
の
改
善
を

【
問
】
環
七
・
東
武
線
等
の
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
化
を
働
き
か
け
、
大
気
汚

染
改
善
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
土
木
】
国
や
都
に
道
路
の
緑
化
や

沿
道
の
街
路
樹
の
充
実
を
積
極
的
に

働
き
か
け
て
お
り
、
鉄
道
事
業
者
へ

も
沿
線
の
緑
化
を
要
望
し
て
い
く
。

西
新
井
駅
周
辺
の
課
題
に
つ
い
て

【
問
】
①
ア
リ
オ
西
新
井
店
周
辺
の

渋
滞
改
善
を
、
関
係
機
関
に
強
く
働

き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
②
西
新
井
駅
東
口
・
西
口

の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
土
木
】
①
ア
リ
オ
西
新
井
店
周
辺

の
信
号
機
サ
イ
ク
ル
の
見
直
し
を
西

新
井
警
察
署
に
要
望
し
て
い
る
。

【
都
市
整
備
】
②
西
口
は
、
駅
前
広

場
の
拡
幅
に
あ
わ
せ
、
鉄
道
事
業
者

と
協
働
し
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
整
備

し
て
い
く
。
東
口
は
、
今
後
、
長
期

的
に
鉄
道
事
業
者
に
設
置
を
働
き
か

け
て
い
く
。

自
治
体
が
孤
独
死
対
策
に
取
り
組
む

こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
る

【
問
】
孤
独
死
は
、
今
日
の
高
齢
者

が
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
象
徴
的
に

示
す
問
題
で
あ
り
、
政
治
の
責
任
が

鋭
く
問
わ
れ
て
い
る
。
足
立
区
か
ら

孤
独
死
を
出
さ
な
い
構
え
で
取
り
組

む
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、区
で
も
孤
独
死
の
「
定
義
」

を
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
正
確
な
実
態

把
握
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
福
祉
】
孤
独
死
は
、
人
と
し
て
の

尊
厳
を
損
な
い
か
ね
な
い
痛
ま
し
い

事
態
で
あ
る
。
地
域
団
体
や
関
係
機

関
等
と
協
働
し
、「
孤
独
死
ゼ
ロ
」

を
目
指
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
孤
独
死
件
数
と
実
態
把
握

に
取
り
組
み
、
そ
の
過
程
に
お
い
て

孤
独
死
の
「
定
義
」
を
し
て
い
く
。

援
助
者
を
配
置
し
た
住
宅
整
備
を

【
問
】
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
整
備
を
、
Ｕ

Ｒ
（
都
市
再
生
機
構
）
住
宅
等
の
建

替
え
に
合
わ
せ
て
関
係
機
関
と
連
携

し
、
促
進
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
都
市
整
備
】
福
祉
部
と
連
携
し
、

Ｕ
Ｒ
住
宅
や
都
営
住
宅
の
建
替
え
の

際
、
必
要
に
応
じ
Ｕ
Ｒ
及
び
都
に
働

き
か
け
て
い
く
。

財
政
危
機
意
識
を
区
民
と
共
有
せ
よ

【
問
】
区
は
厳
し
い
財
政
状
況
と
言

う
が
、
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

世
論
の
納
得
と
と
も
に
全
庁
一
丸
と

な
っ
て
立
ち
向
か
う
べ
き
。
そ
こ
で
、

区
内
外
に
「
緊
急
財
政
対
策
宣
言
」

の
発
表
、
庁
内
に
「
緊
急
財
政
対
策

本
部
」
の
設
置
、
事
業
評
価
等
の
可

視
化
等
を
検
討
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
区
長
】
区
が
直
面
す
る
財
政
状
況

に
つ
い
て
は
、
既
に
記
者
会
見
で
発

表
し
新
聞
各
紙
に
も
取
り
あ
げ
ら
れ
、

一
定
程
度
の
財
政
危
機
意
識
の
共
有

効
果
は
得
た
も
の
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
事
業
評
価
等
に
つ
い
て
は

可
視
化
に
努
め
て
い
く
。

「
待
機
児
ゼ
ロ
」
へ
区
の
意
欲
を

【
問
】
少
子
化
の
中
、
待
機
児
対
策

は
永
遠
に
は
続
か
な
い
。
当
区
な
ら
、

約
１
万
２
千
名
の
定
数
確
保
が
当
面

の
目
標
と
思
う
が
、
平
成
22
年
４
月

入
所
の
待
機
児
数
見
込
み
と
、「
待

機
児
ゼ
ロ
」
へ
の
区
の
意
欲
を
伺
う
。

【
子
ど
も
】
待
機
児
数
は
前
年
４
月

を
上
回
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
平
成

22
年
度
に
定
員
を
405
名
増
員
し
、
平

法務、危機管理、みどり（＝みどりと公園推進）、鉄道立体（＝鉄道立体推進）、会計管理、教育指導…各室長　　教委長…教育委員会委員長

公
明
党

　

岡
安　

た
か
し　

議
員　

新
た
な
保
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
！

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
力
を
！日

本
共
産
党

　

ぬ
か
が　

和
子　

議
員

不
況
か
ら
区
民
生
活
を
ま
も
れ
!!

日
本
共
産
党

　

さ
と
う　

純
子　

議
員

足
立
区
で
孤
独
死
を
だ
さ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

取
り
組
み
を

民
主
党

　

米
山　

や
す
し　

議
員

事
業
仕
分
け
で
財
源
を
作
り
、

　

保
育
園
、
学
校
、
奨
学
金
の

　
　
　
　
　
　

充
実
を
は
か
る
！

＊

用

語

解

説

＊
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
…�

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
と
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
や
家
族
、
ヘ
ル
パ
ー
や
理
学
療
法
士
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
、
医
師
等
が
集
ま
り
、
適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
た
め
の
意
見
交
換
会
。


